
 

 

 

 

～保護者の方もご覧ください～ 

 

 

いよいよ夏休みが始まりますね。梅雨が明けてから，気温の上昇とともに， 

「熱中症警戒アラート」が発令されることがあります。 

屋外・屋内問わず，“のどが渇いた”と感じる前に，意識してこまめに 

水分補給を行いましょう。のどが渇いたと思った時には，遅いくらいだと 

思っておいて良いでしょう。 

また，コロナ禍でマスク着用が続いています。“熱がこもりやすい”， 

“のどの渇きを感じにくく水分不足になりやすい”といったことから， 

昨年同様に，熱中症にかかりやすい条件が重なっています。 

引き続き，熱中症予防の観点から，臨機応変にマスクの着脱を行いましょう。 

最後に，熱中症予防のために，「規則正しい生活を送ること」も大切です。 

夏休みに入ると，生活リズムが乱れやすくなる傾向があります。 

「早寝・早起き・朝ごはん」を継続して，バランスのよい食事や 

しっかりとした睡眠をとり，熱中症にならない，丈夫な体づくりをしましょう。 

※少しでも体調が悪い時は，無理に登校せず，自宅で休養してください。 

 

 

 

 

 

万が一，熱中症の疑いがあると判断した場合は，学校で準備している 

経口補水液 OS-1（大塚製薬）の服用等を含めた救急処置を行います。 

OS-1 についての詳細はホームページをご参照の上，体調や疾患， 

その他の事情で使用を控えた方が良い場合は事前に学校までお知らせください。 

※ペットボトルのキャップを自力で開けることができない・吐き気や嘔吐等で 

水分補給ができない・高熱・意識障害・判断力の低下等の症状が 

見られた際は，速やかに救急車搬送を行います。 
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熱中症にならない，丈夫な体づくりをしよう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


